
二戸市総務政策部長 田中舘 淳一

ともにつくる

未来のにのへ
～二戸市の地方創生について～



○第２次総合計画

「人が をつくるまち 」
みんなの夢（30年後の未来像）

みんなの目標

し
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！
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ひと・市民力
(人づくり）
民間力（企業、団体、
NPOなど）

インフラ整備
行政資源

（市民参画）

政策を支える
土台・原動力

人口減少に立ち向かう２つの視点

総合計画 ４本の柱

しごと・産業・
交流

子ども・若者・
女性

暮らし・安心・
健康



宝「さがし」から宝「おこし」、そして地方創生へ
○二戸市の「宝を生かしたまちづくり」（平成４年～）、宝を生かしたまちづくり条例（平成12年）

宝をおこして、
さらに発展させる！
ために…

•地域が持つ自然や文化、産業、人などの資源を住民自らが発掘、再発見する①宝を「さがす」

• 発掘、再発見した宝を、保存、伝承、発展させる②宝を「みがく」

• 宝の価値を認識し、地域の中でその価値認識を共有する③宝を「ほこる」

• 地域の外に向かって、宝を発信する④宝を「つたえる」

• 宝を活用して、産業に結びつける⑤宝を「おこす」



地方創生に向けた二戸市の取り組み【連携協定】

包括連携に関する協定
（㈱ＤＨＣ、H28.12.2）

地方創生の連携に関する協定（岩手県立大、
福岡高、福岡工高、㈱ＪＴＢ、H29.3.15）

“ともに”
まちを良く
していこう！

地方創生の連携に関する協定（市内金融機関、
商工会、ｶｼｵﾍﾟｱ青年会議所、学校法人龍澤学館、

H28.12.9）

災害時の電力復旧の協力に関する協定
（東北電力㈱二戸営業所、H28.11.29）

その他…
現在も、協定締結に
向けて協議中



地方創生に向けた二戸市の取り組み【地方創生関係交付金事業】

観光拠点、移住定住促進、市民の交流の場…新しい人の流れをつくる！

予算額：170,266千円
「なにゃーと」大規模改修 など

予算額：117,672千円
「滴生舎」大規模改修 など

○拠点整備交付金事業

予算額：17,930千円
カーリング場整備にかかる基礎調
査及び民間資金導入可能性調査

○民間資金等活用事業調査費補助



○天台寺周辺地区

地方創生に向けた二戸市の取り組み【公民連携まち再生事業 1】

漆産業や歴史と連動したまちづくり



○九戸城跡周辺地区

「続・日本100名城」

選出!!

地方創生に向けた二戸市の取り組み【公民連携まち再生事業 2】

九戸城跡の整備と連動したまちづくり



○金田一温泉周辺地区

地方創生に向けた二戸市の取り組み【公民連携まち再生事業 3】

温泉と地域資源の融合によるまちづくり



基本目標 １．安心して働けるしごとをつくる
２．新しい人の流れをつくる
３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
４．時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守る

将来展望 １．2045（平成57）年に、人口2万人
２．人口構造の若返り

30年後の未来像 人が輝き 未来をつくるまち にのへ
みんなの目標 挑戦します！ 次代へ紡ぐ ふるさとづくり

大規模自然災害が発生しても「次代へ紡ぐふるさとづくり」が停滞すること
のない、『強さ』と『しなやかさ』を備えた安心・安全なまちをつくる

ソフト
対策

ハード
対策

多重
防御

想定される
リスク

（リスク
シナリオ）

基本目標 ⅰ 人命の保護が最大限図られること
ⅱ 市及び地域の重要な機能が致命的な障害を受けず

維持されること
ⅲ 市民の財産及び公共施設に係る被害の最小化
ⅳ 迅速な復旧復興

策定中!



二戸市の移住・定住支援

「二戸に試しに
住んでみたい」

「二戸で
仕事を探したい」

↓

移住体験

「二戸に住み、
地域資源を活用した

職業に就きたい」

↓

移住支援

「二戸で働き、生活
するために、空き家を

直して住みたい」

↓
移住定住

住宅リフォーム

・観光
・首都圏などでの情報発信

（飲食店、企業展示会…など）
“二戸ファン” の 獲得

“暮らしやすさ が ちょうどいい” 二戸 の実現へ！



二戸市のふるさと納税

【おもな使いみち】
１．まちづくりのために
２．子どもの教育のために
３．福祉のために
４．漆産業振興のために（Ｈ28創設）

…など

【平成28年度実績】

2,686件
64,807千円



ご清聴、ありがとうございました。


